
逆参勤交代構想分科会 第1回：11/15（水）のご案内

概要

プログラム

15:00～15:05 開会のご挨拶
三菱総合研究所 プラチナ社会センター センター長 内山 旭

15:05～15:20 報告：「逆参勤交代構想の論点」
三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員 松田 智生

15:20～15:50 講演：「企業からみた逆参勤交代への期待」
新日本有限責任監査法人 経営専務理事 大久保 和孝様

15:50～16:10 講演：「秩父市の逆参勤交代への期待 ～秩父版CCRC推進に向けて～」
埼玉県秩父市 市長 久喜 邦康様

16:10～16:30 講演：「西粟倉村からみた逆参勤交代への期待」
岡山県西粟倉村 村長 青木 秀樹様

16:30～17:20 パネルディスカッション：逆参勤交代の実現に向けて

【パネリスト】

新日本有限責任監査法人 経営専務理事 大久保 和孝様

埼玉県秩父市 市長 久喜 邦康様

岡山県西粟倉村 村長 青木 秀樹様

【モデレーター】

三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員 松田 智生

17:20～17:30 トライアル逆参勤交代に向けて

17:30 閉会・懇談会

「逆参勤交代構想」とは、首都圏企業の社員が数週間、地方で勤務する期間限定型リモートワーク

のアイディアで、企業の働き方改革と地方創生を同時に実現する可能性があります。

9月に開催した逆参勤交代セミナーには官民から多くの方が参加し、企業視点では目的や世代に

よる多様な逆参勤交代のモデルが働き方改革だけでなく、人材育成、地方創生ビジネス参入につ

ながることが示され、自治体視点では交流人口や域の担い手増加、第二のふるさと作り、制度設計

の重要性が論じれました。

今回は、逆参勤交代に対する企業と自治体の期待をより具体的に示し、実現に向けたアイディアを

掘り下げる分科会を開催します。是非多くの皆様のご参加をお待ちしています。

 日 時： 2017年11月15日（水） 15：00～17：30 （開場 14：30）

 会 場： 三菱総合研究所 大会議室

東京都千代田区永田町2-10-3 TEL： 03-6705-6009 

地図： http://www.mri.co.jp/company/info/office/pdf/map_headoffice.pdf

（地下1F受付にて入館証を受け取り、直接会場へおこしください）

 申込方法： http://platinum.mri.co.jp/seminar/subcommittee-meeting/p66-gyakusankin-20171115
よりお申し込みください。

＊定員になり次第締め切らせていただきます。あらかじめご了承ください。

 お問い合せ： p66-gyakusankin-ml@ml.mri.co.jp まで。 電話： 03-6705-6009 担当：松田･奥村・原田

http://www.mri.co.jp/company/info/office/pdf/map_headoffice.pdf
http://platinum.mri.co.jp/seminar/subcommittee-meeting/p66-gyakusankin-20171115


講演者等の紹介

大久保 和孝様 （新日本有限責任監査法人 経営専務理事 公認会計士）

1996年慶應義塾大学法学部法律学科卒業。先祖である木戸孝允の思
想をもとにリスクマネジメント（コンプライアンス）、CSR、地域活性化等に
ついて講演や委員会活動を通して人材育成に取組む。

政府や企業・その他の団体等で各種委員を歴任している他、長野県・浜
松市・鎌倉市コンプライアンス担当参与、地方活性化支援として大阪府・
長野県・宮崎県日南市・北海道夕張市・京都府京丹後市・宮城県気仙
沼市・岩手県釜石市のアドバイザー等、キリンビール 地域創生トレー
ニングセンタープロジェクト運営委員。長野県農業大学校客員教授ほか。

久喜 邦康様 （埼玉県秩父市 市長）

松田 智生 （株式会社三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員）

1966年東京生まれ。慶應義塾大学法学部政治学科卒業。

専門は地域活性化、アクティブシニア論。高知大学客員教授。

政府日本版CCRC構想有識者会議委員。内閣府高齢社会フォーラム
企画委員。高知移住推進会議委員。石川県ニッチトップ企業評価委員、
国際ホテルレストランショー企画委員等、官民で数多くの委員を務める。

著書：「日本版CCRCがわかる本」

「3万人調査で読み解く日本の生活者市場」

青木 秀樹様 （岡山県西粟倉村 村長）

1954年岡山県西粟倉村生まれ。1969年より郷里を離れ津山･京都･大
阪市で修学及び就職。1980年帰郷。1995年より西粟倉村議会議員。
2011年西粟倉村村長。平成の大合併を回避し、単独村制を選択。以来、
｢百年の森林構想｣を基本に｢環境モデル都市｣｢バイオマス産業都市｣の
認定を受けると共にローカルベンチャーの創出など地方創生モデル構
築のための人材確保・交流を進める。

昭和29年埼玉県秩父市生まれ。日本医科大学医学部及び大学院卒業。
秩父市にて久喜医院を開業。平成18年に秩父市議会議員当選。平成21
年に秩父市長当選。現在3期目。自身が医師であることから医療政策に
は力を入れ、特に救急医療体制維持のため、人脈を活かした医師確保
に努めている。また、秩父地域1市4町で構成する「ちちぶ定住自立圏構
想」では、中心市として秩父地域全体の活性化に積極的に取り組んでい
る。


